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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　～めざせ 安全で安心な北海道～
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飲酒運転根絶ロゴマーク公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
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こ
の
度
、
令
和
６
年
度
定
時
社
員
総
会
及
び
第
２
回
理
事
会
に

お
き
ま
し
て
、
勝
木
紀
昭
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、
地
域
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
私
た
ち
道
民
の
願
い
で
あ
る
交
通

事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
北
海
道
の
実
現
に
向
け
、
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

紐
解
き
ま
す
と
、
当
委
員
会
は
昭
和
37
年
（
1
9
6
2
年
）、
車

社
会
の
急
速
な
進
展
が
生
み
出
し
た
「
交
通
戦
争
」
と
い
わ
れ
た

時
代
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
積
雪
寒
冷
地
の
ス
リ
ッ
プ
な

ど
、
北
海
道
特
有
の
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
行
政
と
経
済

界
、
関
係
団
体
が
立
ち
上
が
り
設
立
し
た
団
体
で
す
。

交
通
事
故
死
者
数
の
最
多
は
昭
和
46
年
（
1
9
7
1
年
）
の

8
8
9
名
。
昨
年
は
1
3
1
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
法
改

正
や
車
の
性
能
の
向
上
、
医
療
の
高
度
化
、
地
域
の
交
通
安
全
運

動
な
ど
に
よ
り
、
社
会
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、
未
だ
に
悲

惨
な
事
故
や
死
傷
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
の
形
態
は
時
代
と
と
も
に
変
化
を
し
続
け
て
い
ま

す
。
飲
酒
運
転
、
ス
マ
ホ
や
イ
ヤ
ホ
ン
に
よ
る
「
な
が
ら
運
転（
歩

き
）」、
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
る
高
齢
者
の
事
故
、
こ
ど
も

が
犠
牲
に
な
る
事
故
、
危
険
な
自
転
車
走
行
な
ど
が
顕
在
化
し
、

私
た
ち
は
常
に
新
し
い
視
点
で
の
取
組
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
2
0
1
4
年
夏
に
小
樽
で
発
生
し
た
悲
惨
な
飲
酒
ひ

き
逃
げ
事
故
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。
未
だ
に
な
く
な
ら
な
い

飲
酒
運
転
に
も
本
気
で
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
当
委
員
会
は
、
1
7
9
市
町
村
と
76
の
企
業
・
団
体
、
60
の

賛
助
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ

の
お
力
を
お
借
り
し
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
交
通
安
全
の
輪
」
を
一

層
拡
大
す
る
な
ど
、
心
が
通
い
あ
う
、
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
社
会

を
北
海
道
全
体
で
作
り
あ
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

む
す
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大
会

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大
会
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2
0
1
4
年
７
月
13
日
、
小
樽
市
の
海

水
浴
場
か
ら
の
帰
り
道
に
歩
行
者
４
人
が

飲
酒
運
転
の
車
に
ひ
き
逃
げ
さ
れ
、
３
人

が
死
亡
、
１
人
が
重
傷
と
い
う
痛
ま
し
い

事
件
が
起
き
ま
し
た
。

今
年
は
そ
の
悲
惨
な
事
件
か
ら
10
年
。

こ
の
事
件
は
、
絶
対
に
風
化
さ
せ
て
は
い

け
な
い
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

７
月
13
日
は
「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い
て
、「
飲
酒
運

転
根
絶
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
民

み
ん
な
で
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
て
い
く
と
い
う
強
い
思
い
を
共
有
し
て

い
く
た
め
、
今
年
も
全
道
各
地
に
お
い
て

決
起
大
会
や
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。札

幌
市
内
で

は
、
７
月
12
日
、

共
済
ホ
ー
ル
に

て
、
令
和
６
年

「
飲
酒
運
転
根
絶

の
日
決
起
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
先
立

ち
、
交
通
事
故
に

よ
り
尊
い
生
命
を

奪
わ
れ
た
方
々
に

黙
と
う
を
捧
げ
た

後
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
鈴
木
直

道
北
海
道
知
事
、

伊
藤
泰
充
北
海
道

警
察
本
部
長
か

ら
、
ま
た
、
来
賓

を
代
表
し
て
、
冨
原
亮
北
海
道
議
会
議
長

様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
令
和

５
年 

飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校
生
メ
ッ
セ
ー

ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
４
作
品
を
紹
介

し
た
後
、
北
海
道
芸
術
高
等
学
校
札
幌
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
徒
の
皆
さ
ん

が
制
作
し
た
、
飲
酒
運
転
根
絶
ド
ラ
マ
「
も

う
一
度
、
君
と
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
ド
ラ

マ
は
、
飲
酒
運
転
が
も
た
ら
す
悲
惨
さ
や
、

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ
と
を
強
く
願

い
、
訴
え
か
け
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
北

海
道
の
Y
o
u
t
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
上
映
後
、
生
徒
を
代
表

し
て
吉
田
誠
弥
さ
ん
と
河
野
雛
華
さ
ん

に
、
ド
ラ
マ
制
作
の
感
想
な
ど
を
伺
い
「
改

め
て
飲
酒
運
転
の
危
険

性
を
考
え
、
ド
ラ
マ
を

通
し
て
被
害
者
が
減
っ

て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
飲
酒
運
転
事
故
被
害
者
の
体

験
談
を
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
国
井
美

佐
さ
ん
に
V
T
R
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
国
井
さ
ん
は
、
昨
年
７
月
に
家
族
で

タ
ク
シ
ー
に
乗
車
中
、
飲
酒
運
転
の
車
に

衝
突
さ
れ
家
族
全
員

が
重
傷
を
負
う
事
故

に
遭
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
体
験
か
ら
、
交

通
事
故
の
怖
さ
や
被

害
者
だ
け
で
な
く
加

害
者
や
周
囲
の
人
も

辛
い
思
い
を
す
る
と

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、「
令
和
５
年
度
北
海
道
か
ら
飲
酒

運
転
を
根
絶
！
学
生
P
R
動
画
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
４
作
品
を
上
映
し
、
そ
の
後
、

道
内
事
業
者
の
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る

取
組
事
例
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

ず
は
、
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
北
海
道

編
成
制
作
部
の
髙
山
秀
毅
調
査
役
に

A
I
R
―

G’ 

F
M
北
海
道
で
の
取
組
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
年
前
か
ら
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
、

S
D
D
（
S
T
O
P
!
D
R
U
N
K 

D
R
I
V
I
N
G
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
海
道

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
６
月
13
日
か
ら

は
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
や
伊
藤
泰
充

北
海
道
警
察
本
部
長
の
飲
酒
運
転
根
絶
に

む
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
番
組
の
合
間
に
流

す
な
ど
、「
北
海
道
」
を
あ
げ
て
の
「
飲
酒

運
転
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
取
り
組
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の

小
・
中
学
生
か
ら
募

集
し
た
S
D
D
全
国

こ
ど
も
書
道
コ
ン
ク

ー
ル
の
作
品
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
北

海
道
統
括
本
部
の
小
西
敏
雄
本
部
長
に
、

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
取
組
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ

ー
運
動
支
援
や
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
の
啓

発
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
S
N
S
を
通
じ
て
、
お
酒
と
の
正
し
い

付
き
合
い
方
や
飲
酒
運
転
が
い
か
に
悲
惨

な
の
か
を
伝
え
る
な
ど
、「
酒
類
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
」
と
力
強
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
北
海
道
本
部
の
竹
島
史
剛
普
及
部
長
に

は
、
各
年
代
に
向
け
た
交
通
安
全
教
室
の

開
催
な
ど
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
め

ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
活
動
と
し
て

飲
酒
運
転
根
絶
呼
び

か
け
「
ウ
チ
ワ
」
の

寄
贈
や
全
道
の
小
・

中
学
生
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
開
催
な
ど
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
飲
酒
運
転
根
絶
ド
ラ
マ
に
出
演

し
た
、
北
海
道
芸
術
高
等
学
校
札
幌
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
代
表
し
て
吉
田
誠

弥
さ
ん
に
飲
酒
運
転
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
、
道
民
宣
言
を

し
て
い
た
だ
き
、

飲
酒
運
転
を
根

絶
す
る
こ
と
を

改
め
て
誓
い
合

い
決
起
大
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

来
年
は
、
2
0
1
5
年
に
砂
川
市
で
起

き
た
一
家
５
人
が
死
傷
し
た
事
故
か
ら
10

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
悲
惨
な
事
故
も
ま

た
飲
酒
運
転
が
原
因
で
し
た
。

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た

め
に
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
を
こ
れ

か
ら
も
訴
え
て
い
き
ま
す
。

毎月 １５日は 「道民交通安全の日」

動画はこちらから

～「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
、

～「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
、

��

そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」社
会
の
実
現
に
向
け
て
～

そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」社
会
の
実
現
に
向
け
て
～

冨原亮道議会議長 伊藤泰充道警本部長 鈴木直道知事

吉田誠弥さん



3ゆっくり走ろう北海道 2024-8 No.186

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
街
頭
啓
発

お
よ
び
夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
の
７
月
13
日
、
交

通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
が
主
催
し
、

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
す
す
き
の
交

差
点
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

歩
行
者
に
啓
発
品
を
配
布
し
た
ほ
か
、

飲
食
店
を
訪
問
し
飲
酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ

ー
を
手
渡
し
な
が
ら
飲
酒
運
転
根
絶
の
徹

底
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
内
各
地
域
で
も
旗
の
波
運
動

な
ど
の
街
頭
啓
発

を
行
い
、
道
民
一

人
一
人
が
交
通
安

全
意
識
を
高
め
る

た
め
、
飲
酒
運
転

が
な
く
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ

し
て
、
７
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
の

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
で
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
や
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
、「
飲
酒

運
転
の
根
絶
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、

「
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
」
な

ど
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
街
頭
啓
発
を

道
庁
東
門
前
等
で
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
12
日
に
、「
飲
酒
運
転
根
絶

の
日
決
起
大
会
」
終
了
後
、
共
済
ホ
ー
ル

前
に
て
夏
の
交
通

安
全
運
動
「
セ
ー

フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

を
行
い
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
や
安
全

運
転
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校
生
メ
ッ

セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
中
！

「
令
和
６
年　

飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校

生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。

未
だ
に
な
く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
。

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
、

そ
の
願
い
を
道
民
み
ん
な
で
実
現
す
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
高
校

生
か
ら
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
1
0
0
文
字
程
度
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。〆

切
は
10
月
31
日

ま
で
。
入
賞
作
品
は

年
末
年
始
の
啓
発
活

動
な
ど
に
活
用
し
ま

す
。

令
和
５
年
度 

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
！

「
学
生
P
R
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
結
果

●
最
優
秀
賞
作
品

　

北
海
道
教
育
大
学　

岩
見
沢
校

　

�

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
室

　
　
『
し
か
る
く
ん
の
お
散
歩
』

●
優
秀
賞
作
品

　

北
翔
大
学　

J
グ
ル
ー
プ

　
　
『
飲
酒
運
転
や
め
よ
う
ア
ニ
メ
』

●
佳　

作

　

藤
女
子
大
学
放
送
研
究
会

�

『
あ
の
時
、
と
ま
っ
て
い
れ
ば･･･』

●
飲
酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

�

「
や
べ
ー
べ
や
」
特
別
賞

　

白
井　

実
咲
さ
ん�

�

（
北
海
道
芸
術
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
）

　
　
『
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
の
に
』

若
々
し
い
視
点
か
ら
の
約
30
秒
の
動
画

で
、
道
庁
の
ロ
ビ
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
で
配
信

さ
れ
、
研
修
会
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
動
画
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
根
絶
宣
言
店
登
録
制
度

�

～
ぞ
く
ぞ
く
と
増
加
中
～

道
と
当
委
員
会
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶

に
関
す
る
取
組
を
宣
言
す
る
飲
食
店
や
酒

類
販
売
店
等
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

道
内
各
地
で
続
々
と
宣
言
店
が
増
え
、

「
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
」

機
運
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
募
集
中
で
す
。

令
和
５
年
度
飲
酒
運
転
根
絶
研
修
会

飲
酒
運
転
根
絶
の
活
動
に
必
要
な
知
識
等

に
精
通
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
市
町

村
の
交
通
安
全
担
当
職
員
、
推
進
員
、
指
導
員

等
を
対
象
に
、
全
道
14
ヶ
所
（（
総
合
）
振
興

局
管
内
）で
は
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

道
警
や
当
委
員
会
職
員
の
講
演
な
ど
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
研
修
を
通
じ
て
、
知
識
の

向
上
や
今
後
の
啓

発
活
動
に
お
け
る

情
報
の
提
供
を
行

い
ま
し
た
。
本
年

度
も
各
地
域
で
研

修
会
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。

飲みません 今日は私が ハンドルキーパー

詳しくは
こちらから

入賞作品はこちらから

登録店等はこちらから石狩振興局で開催した研修会

【最優秀賞作品】

「
飲
「
飲
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今日もまた あなたの無事故 待つ家族

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動��

街
頭
啓
発

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
J
R
札
幌
駅
周
辺
や
赤
れ
ん
が
テ
ラ

ス
前
等
で
、
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会

議
が
主
体
と
な
り
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗

な
ど
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
広
報
啓
発

C
D
を
流
し
、
通
過
車
両
や
歩
行
者
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
５
日
に
は
、
道
庁
赤
れ
ん

が
庁
舎
前
で
、「
道
民
の
集
い
」
を
開
催

し
、
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
呼
び
か
け

や
、
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
隊
の
出
動
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
し
た
後
、
黄
色
い
旗
の
波

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
土
屋
ホ
ー
ム
ス

キ
ー
部
に
所
属
し
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
で

活
躍
中
の
伊
藤
有
希
さ
ん
が
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
と
交
通

安
全
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
「
長
距
離
運
転

時
の
こ
ま
め
な
休
憩
の
大
切
さ
」
や
、「
大

切
な
仲
間
に
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
と
い

う
決
意
が
大
事
」、
そ
し
て
「
自
転
車
に
乗

る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が

自
分
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
」
と
道
民
に

呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
歩
行

者
に
啓
発
品
を
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
及
び�

�

サ
イ
ク
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
式

４
月
10
日
、
札
幌
駅
南
口
広
場
で
「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
及
び
「
サ

イ
ク
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
開

始
式
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
飲
酒

運
転
の
防
止
や
、
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

啓
発
に
は
、
道
警
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ほ
く
と
く
ん
や
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
く
ん
、
札
幌
市
西
区
の
ア
イ
ド
ル

T
e
a
m
く
れ
れ
っ
娘
！
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
、
歩
行
者
に
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ

や
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る
「
交
通
安
全
の
輪
」

�

～
企
業
・
団
体
の
取
組
事
例
～

北
海
道
か
ら
交
通
事
故
及
び
飲
酒
運
転

「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

様
々
な
業
界
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
、
大
き
な

「
交
通
安
全
の
輪
」
が
生

ま
れ
る
よ
う
、
当
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
企

業
・
団
体
等
の
交
通
安
全

活
動
や
社
会
貢
献
活
動

へ
の
取
組
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

皆
様
の
活
動
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
１
年
生
へ

初
め
て
迎
え
る
夏
休
み
を
安
全
に
楽
し

く
！
と
、
ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
北
海
道
株
式

会
社
様
が
株
式
会
社
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ

ー
ツ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
様
、
株
式

会
社
コ
ン
サ
ド
ー
レ
様
、
当
委
員
会
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、「
守
っ
て
ね
。
交
通
ル
ー

ル
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
暗
闇
で

反
射
す
る
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
を
制
作
し
、
全
道
1
7
9
市
町
村
の
小

学
１
年
生
合
計
約
３
万
４
千
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

同
じ
く
小
学
１
年
生

の
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
か

ら
、
一
人
一
人
に
「
み

ん
な
の
交
通
安
全
を
願

う
」
お
手
紙
も
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動

道
警
で
は
、
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
横
断
歩
道
を
渡
る
時
に
、
歩
行
者
と

ド
ラ
イ
バ
ー
が
互
い
に
意
思
疎
通
を
図
る

横
断
方
法
を
実
践
し
、
歩
行
者
被
害
の
重

大
事
故
を
抑
制
す
る
た
め
「
ハ
ン
ド
サ
イ

ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。道

内
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の
歩
行
者

交
通
事
故
死
者
数
（
2
0
6
名
）
の
う
ち
、

約
６
割
が
道
路
横
断
中
に
よ
る
も
の
で
す
。

横
断
歩
道
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る

歩
行
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
時

停
止
を
し
な
い
車
両
も
多
く
、
交
通
死
亡

事
故
に
も
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
で
は
、
歩
行
者
が
横
断
歩
道

を
渡
る
時
は
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
、

手
を
上
げ
る
な
ど
の
合
図
（
ハ
ン
ド
サ
イ

ン
）
を
し
て
、
横
断
す
る
こ
と
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
明
確
に
伝
え
て
か
ら
横
断
す
る
こ

と
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
道
路
上
の
ダ
イ
ヤ

マ
ー
ク
を
見
た
ら
、
横
断
歩
道
の
手
前
で

停
止
で
き
る
よ
う
安
全
な
速
度
で
走
り
、

横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
歩
行
者
が
い
る

時
は
必
ず
止
ま
り
、
歩
行
者
に
対
し
て

「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
手
で
合
図
（
ハ
ン
ド

サ
イ
ン
）
を
す
る
こ
と
。
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
お
互
い
に
思

い
や
り
を
持
ち
、
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
出
す

こ
と
で
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
悲
惨
な
交

通
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
る
よ
う
、
道
警

及
び
当
委
員
会
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
が

連
携
し
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
等
で
「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運

伊藤有希さん 鈴木直道知事
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じゅんびした？ じてん車のるとき ヘルメット

動
」
を
全
道
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
転
車
月
間
街
頭
啓
発

５
月
２
日
、
札
幌
駅
駐
輪
場
前
で
、

道
、
道
警
ほ
か
関
係
機
関
・
団
体
と
と
も

に
自
転
車
安
全
利
用
街
頭
啓
発
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
啓
発

に
は
、
４
月

に
道
警
の
交

通
安
全
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ

ー
に
任
命
さ

れ
た
ア
ン
ジ

ェ
ラ
佐
藤
さ

ん
に
も
ご
参

加
い
た
だ

き
、
自
転
車

利
用
者
が
増
え
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

に
あ
わ
せ
、
自
転
車
利
用
に
関
す
る
基
本

的
な
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
自
転
車

利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

と
な
っ
て
か
ら
４
月
で
１
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
全
国
調
査

で
は
、
道
内
で
の
着
用
率
は
6
・
4
％

と
、
全
国
平
均
の
13
・
5
％
を
大
き
く
下

回
り
、
都
道
府
県
別
で
39
番
目
と
い
う
低

い
結
果
で
し
た
。

ま
た
、
過
去
５
年
間
で
自
転
車
乗
車
中

の
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
約
５

割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
お
り
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
非
着
用
者
の
致
死
率
は
着
用
者

と
比
較
し
て
約
1
・
9
倍
も
高
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

�

普
及
促
進
モ
ニ
タ
ー
事
業

今
年
か
ら
、
札
幌
市
と
札
幌
市
交
通
安

全
運
動
推
進
委
員
会
で
は
、「
自
転
車
ヘ

ル
メ
ッ
ト
普
及
促
進
モ
ニ
タ
ー
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
札
幌
市
中
心
部
の
駐
輪

場
を
利
用
し
て
い
る
1
0
0
名
を
モ
ニ
タ

ー
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
付
す
る
と
と

も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
併
せ
て
行
い
着
用

を
促
進
す
る
も
の
で
、
当
委
員
会
を
始

め
、
一
般
社
団
法
人
北
海
道
指
定
自
動
車

教
習
所
協
会
、
一
般
社
団
法
人
札
幌
地
区

自
家
用
自
動
車
協
会
、
一
般
社
団
法
人
日

本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
札
幌
支
部
も

協
賛
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
７
月
９
日
に
は
、
札
幌
市
役
所

で
天
野
副
市
長
か
ら
協
力
団
体
へ
感
謝
状

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
D
V
D
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す

当
委
員
会
で
は
、
研
修
に
活
用
い
た
だ

け
る
D
V
D
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

子
供
や
高
齢
者
向
け
、
飲
酒
運
転
根
絶
、

自
転
車
ル
ー
ル
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
の
危
険

性
、
冬
道
運
転
な
ど
、
各
種
テ
ー
マ
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
貸
出
は
1
9
7
件
、
視
聴
者

延
数
1
3
，1
9
9
人
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

渡ります！

お先にどうぞ！
止まってくれて
ありがとう！

退　会
区　分 団  体  名 退  会  日

賛助会員 サッポロビール株式会社北海道本部 令和６年３月31日
賛助会員 一般社団法人北海道指定自動車教習所協会 令和６年３月31日

※�一般社団法人北海道指定自動車教習所協会は、正会員として引き続
き交通安全運動にご賛同いただいております。

会員異動状況

詳しくは
こちらから
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令
和
６
年
度
定
時
社
員
総
会

令
和
６
年
度
定
時
社
員
総
会
が
６
月
４

日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

勝
木
紀
昭
会
長
の
挨
拶
の
後
、
北
海
道

の
濱
坂
真
一
副
知
事
、
北
海
道
議
会
の
冨

原
亮
議
長
、
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
の

屋
代
芳
彦
参
事
官
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

次
に
、
帯
広
市
交
通
安
全
推
進
委
員
連

絡
協
議
会
の
塚
田
茂
男
会
長
を
議
長
に
選

任
し
、
議
事
で
は
、
報
告
事
項
１
件
、
決

議
事
項
３
件
が
原
案
通
り
決
議
等
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
で
は
、
理
事
30
名
と

監
事
２
名
を
選
任
し
、
総
会
後
の
理
事
会

で
、
新
し
く
会
長
に
真
弓
明
彦
氏
が
選
任

さ
れ
た
ほ
か
、

筆
頭
副
会
長

に
甲
谷
恵
、
副

会
長
４
名
の

う
ち
飯
澤
明

彦
氏
、
石
塚
隆

氏
が
留
任
、
櫻

庭
英
樹
氏
、
野

祥
子
氏
が
新

た
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

（
役
員
の
新

体
制
は
下
段
）

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
当
委
員
会

の
運
営
並
び
に
交
通
安
全
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
、
堀
内
巌
副
会

長
、
渡
部
明
雄
理
事
、
蔵
田
愛
子
理

事
、
中
田
髙
廣
理
事
に
感
謝
状
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

反射材 光って気づいて 事故防止

会　
　
　

長	

真　

弓　

明　

彦

筆
頭
副
会
長	

甲　

谷　
　
　

恵

副　

会　

長	

櫻　

庭　

英　

樹

	

飯　

澤　

明　

彦

	

石　

塚　
　
　

隆

	

野　
　
　

祥　

子

理　
　
　

事	

阪　
　
　

光　

平

	

片　

岡　

直　

之

	

中　

畑　

雅　

幸

	

馬　

込　
　
　

毅

	

樋　

口　

康　

弘

	

今　
　
　
　
　

武

	

伊　

藤　

隆　

裕

	

辻　

沢　

英　

隆

	

荒　

木　

敏　

安

	

日　

野　
　
　

勉

	

坂　

井　
　
　

信

	

蒔　

苗　

敏　

之

	

藤　

崎　

信　

雄

	

荒　

井　

喜　

和

	

早　

坂　

大　

介

	

蓑　

口　

壱　

晴

	

下　

段　
　
　

聡

	

中　

田　

孔　

幸

	

小　

野　

俊　

勝

	

片　

岡　
　
　

格

	

小　

林　

一　

男

	

横　

田　

耕　

一

	

六　

車　

宏　

志

	

塚　

田　

茂　

男

監　
　
　

事	

杉　

下　

清　

次

	

久
保
田　
　
　

聡

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

役
員
の
新
体
制

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

　
　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
書

第
１　

交
通
安
全
推
進
事
業（
公
益
目
的
事
業
１
）

　

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
（
２
）
交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の
派
遣

　
　
（
３
）
飲
酒
運
転
根
絶
研
修

　

２　

調
査
・
研
究
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
推
進
員
の
設
置
等

　
　
（
２
）�

デ
イ
・
ラ
イ
ト
の
点
灯
率
・
夜
光
反

射
材
等
の
調
査

　

３　

広
報
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
総
決
起
大
会
等
の
開
催

　
　
（
２
）
広
報
啓
発
事
業

　
　
（
３
）
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
の
開
催

　
　
（
４
）
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
事
業

　

４　

表
彰
事
業

　
　
　

交
通
安
全
の
顕
彰

　
　
（
１
）
ゼ
ロ
運
動
顕
彰

　
　
（
２
）
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

　
　
（
３
）
母
の
会
会
員
表
彰

　
　
（
４
）
一
般
表
彰

　
　
（
５
）
業
務
貢
献
表
彰

　

５　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
運
動
等
啓
発
事
業

　
　
（
２
）
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　
　
（
３
）
幼
児
の
事
故
防
止
事
業

　

６　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
２　

交
通
遺
児
育
英
事
業（
公
益
目
的
事
業
２
）

　

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

　
　
（
１
）
奨
学
金
貸
付
事
業

　
　
（
２
）
奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

　

２　

見
舞
金
・
給
付
金
支
給
事
業

　

３　

資
金
造
成
事
業

　

４　

奨
学
生
等
募
集
事
業

　

５　

広
報
啓
発
活
動
事
業

　

６　

称
賛
事
業

第
３　

�

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
他
事
業
）

　

１　

地
区
活
動
の
充
実
・
支
援

　

２　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
４　

管
理
事
業
（
法
人
会
計
）
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「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
・
カ
ウ
ン
ト

 

キ
ュ
ー
ブ
」
を
製
作
し
ま
し
た

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
運
動
顕
彰
で
従
来
、

副
賞
と
し
て
贈
呈
し
て
い
た
「
楯
」
を
、

令
和
６
年
度
か
ら
廃
止
し
、
新
た
に
道
産

木
材
を
使
用
し
た
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
・

カ
ウ
ン
ト
キ
ュ
ー
ブ
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

製
作
は
遠
軽
町
に
委
託
し
、
台
座
に
は

「
せ
ん
」、「
え
ん
じ
ゅ
」、「
か
つ
ら
」、
キ

ュ
ー
ブ
に
は
「
カ
バ
」
な
ど
遠
軽
町
産
の

木
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
・
カ
ウ
ン
ト
キ

ュ
ー
ブ
は
、
６
個
の
キ
ュ
ー
ブ
を
組
み
合

わ
せ
て
数
字
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
日
数
を
表
示
す
る
も
の
で
、

１
つ
目
の
キ
ュ
ー
ブ
に
は
、
金
賞
、
銀

賞
、
銅
賞
の
達
成
日
を
記
載
し
た
「
達
成

プ
レ
ー
ト
」
を
貼
付
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

最
初
の
贈
呈
は
、
６
月
４
日
、
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
5
0
0
0
日
を
達
成
し
た
上
砂

川
町
に
贈
ら
れ
、
奥
山
光
一
町
長
か
ら

「
交
通
安
全
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
に
取

り
組
み
6
0
0
0
日
を
目
標
に
ま
い
進
す

る
」
と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
キ
ュ
ー
ブ
を
、
住
民
窓
口
や
公
共

施
設
な
ど
に
置
い
て
い
た
だ
き
、
住
民
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
次
な
る
目
標
に
向

け
、
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
母
の
会　

会
長
交
代

５
月
29
日
、
北
海
道
交
通
安
全
母
の
会

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
が
蔵
田
愛

子
氏
（
岩
見
沢
交
通
安
全
母
の
会
会
長
）

か
ら
岡
部
温
子
氏
（
苫
小
牧
市
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
会
長
）に
代
わ
り
ま
し
た
。

蔵
田
会
長
は
、
10
年
に
渡
り
会
長
を
務

め
ら
れ
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
永
年
の
ご

功
労
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

当委員会では、交通事故死ゼロ日数が基準日数に達した市区町村に表彰状と併せ副賞を贈呈しています
が、この度、基準日数の見直しを行いました。

４月からは、改正後の基準日数となっております。

抜け道と 思うな そこは通学路

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆
4月

1000日▶	仁木町
	 	占冠村
	 	苫前町
	 	湧別町
	 	広尾町
  500日▶	札幌市南区

3月

5000日▶	礼文町
2500日▶	上川町
1000日▶	七飯町
	 	幌加内町
	 	清水町
  500日▶	三笠市
	 	余市町
	 	平取町

2月

3000日▶	鶴居村
2000日▶	豊富町
	 	豊頃町
1000日▶	日高町
	 	当麻町
  700日▶	松前町
  500日▶	黒松内町
	 	幌延町
	 	帯広市
  200日▶	旭川市

5月

2000日▶	猿払村
1000日▶	小平町
	 	枝幸町
  500日▶	北広島市

6月

5000日▶	上砂川町
7月【予定】

1000日▶	白老町
	 	乙部町

【交通事故死ゼロ運動顕彰の基準（改正後）】
市区町村人口 表彰状贈呈 副賞贈呈
３万人以上 500日（以降500日毎） 銅1,000日、銀3,000日、金5,000日

３万人未満 1,000日（以降1,000日毎） 銅3,000日、銀5,000日、金10,000日
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車だけ？ 交通ルールは 皆のもの

ラ
ブ
な
ど
要
望
に
応
じ
て
開
催
し
、
令
和

５
年
度
は
11
回
で
3
9
5
名
が
受
講
し
て

い
ま
す
。

除
排
雪
重
機
運
行
に
係
る

�

交
通
安
全
教
室

豪
雪
地
帯
で
あ
る
当
別
町
で
は
、
本
格

的
な
降
雪
時
期
と
な
る
前
の
11
月
上
旬
に

除
雪
業
者
と
協
力
し
て
小
学
１
年
生
を
対

象
に
除
雪
重
機
の
死
角
と
な
る
危
険
個
所

に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
巨
大
な
重
機
を
目
の

当
た
り
に
し
て
驚
い
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
運
転
手
か
ら
見
え
な
い
場
所
を
近
く

で
確
認
し
、
除
排
雪
重
機
に
直
接
触
れ
る

事
が
で
き
子
供
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

当
別
町
は
令
和
３
年
２
月
３
日
か
ら
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
継
続
し
、
令
和
５
年
11

月
１
日
に
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
1
0
0
0
日

を
達
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
海
道
交

通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら
表
彰
を
受
け
た

直
後
の
11
月
26
日
に
、
凍
結
路
面
に
よ
る

単
独
ス
リ
ッ
プ
事
故
で
運
転
手
が
標
識
柱

に
衝
突
し
亡
く
な
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。町

民
に
と
っ
て
、
改
め
て
交
通
安
全
に

つ
い
て
見
つ
め
直
す
事
故
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
は
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
交
通
事
故

の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

当
別
町
は
石
狩
管
内
の
北
東
部
に
位
置

し
、
肥
沃
な
大
地
に
よ
る
米
、
麦
、
野
菜
、

花
卉
な
ど
の
農
業
を
主
産
業
に
、
北
部
は

「
道
民
の
森
」
を
含
む
山
林
が
面
積
の
６

割
以
上
を
占
め
る
緑
豊
か
な
田
園
都
市
で

す
。近

年
で
は
、
J
R
学
園
都
市
線
の
「
ロ

イ
ズ
タ
ウ
ン
」
駅
が
新
設
さ
れ
、
ロ
イ
ズ

タ
ウ
ン
工
場
に
併
設
す
る
ロ
イ
ズ
カ
カ
オ

＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
タ
ウ
ン
開
業
と
、
こ
の

駅
か
ら
近
隣
施
設
と
な
る
当
別
町
の
名
産

品
直
売
所
で
あ
る
「
北
欧
の
風
道
の
駅
と

う
べ
つ
」
の
相
乗
効
果
に
よ
り
観
光
人
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の
取
り
組
み
状
況

当
別
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
を
中
心

に
当
別
町
交
通
安
全
協
会
、
当
別
町
交
通

安
全
指
導
員
会
、
札
幌
方
面
北
交
通
安
全

運
転
管
理
者
協
会
第
８
支
部
な
ど
町
内
の

関
係
団
体
が
協
力
し
、
春
・
夏
・
秋
・
冬

の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
児
童
・
生
徒

の
通
学
路
に
お
け
る
登
校
時
街
頭
指
導
や

夜
間
に
幹
線
道
路
で
パ
ト
ラ
イ
ト
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
で
は
、
毎
回
町
民

が
約
1
0
0
名
参
加
し
て
旗
の
波
作
戦
を

行
い
、
交
通
量
の
多
い
国
道
沿
い
で
「
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
秋
（
９
月
）
の
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ル
は
当
別
高
等
学
校
の
交
通
安
全
週

間
と
合
同
で
開
催
し
、
当
別
高
等
学
校
の

生
徒
に
よ
る
自
作
の
鉢
植
え
（
農
業
ク
ラ

ブ
）
や
焼
き
菓
子
（
家
庭
ク
ラ
ブ
）、
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
（
生
徒
会
）
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

啓
発
活
動
は
、
バ
イ
ク
の
日
（
８
月
19

日
）
に
二
輪
車
に
対
す
る
交
通
安
全
街
頭

啓
発
を
札
幌
方
面
北
警
察
署
と
連
携
し
て

実
施
し
た
他
に
町
内
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
大
会
時
に
啓
発
用
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を

参
加
者
全
員
に
配
布
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
室
の
開
催
状
況
と
し
て

は
、
小
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
、
老
人
ク

当
別
町 （
石
狩
振
興
局
）

「
交
通
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現
」を
達
成
す
る
た
め
、

「
町
民
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、�

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
」

当別高等学校生徒による啓発活動

除排雪重機運行に係る交通安全教室
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ちょっと待て 車のかげから もう１台

後志地区 ������������������������������������������������������  余市町

日高地区 ���������������������������������������������������  えりも町 根室地区 ������������������������������������������������������  根室市

胆振地区 ���������������������������������������������������  苫小牧市

　余市町交通安全推進協議会では、春の全国交通安全運動期間
中、余市町大川小学校前の国道５号歩道上において旗振り活動
を行い、参加者自身に対して事故防止の気の引き締めをすると
共に、付近の通行車両や自転車利用者に対しスピードダウンや
飲酒運転撲滅など交通違反及び交通犯罪の抑止を呼びかけまし
た。

　えりも町では、４月５日に灯台公園沿い国道にて「旗の波作
戦」を実施し、交通安全指導員をはじめ町民約50名が参加し、ド
ライバーに安全運転の呼びかけを行いました。
　また、４月９日には、新入学児童への交通安全対策事業とし
て、えりも町商工会女性部から寄贈していただいたマスコット
付き鈴の配布を行いました。

　苫小牧市交通安全推進委員会では、毎年夏に苫小牧西港フェ
リーターミナルにて来道者に向けたフェリー水際作戦街頭啓発
を行っています。夏から秋にかけては観光・レジャー型交通事
故が多くなりやすく、さらに苫小牧市では下半期に増加する傾
向があることから、関係団体やフェリー関係各社と連携を図り
ながら交通安全を呼びかけています。

　根室市では、６月８日から17日までの10日間「春の行楽期
の交通安全運動」を実施しました。交通安全運動が始まるのを前
に、６月７日には、根室市、根室振興局、根室警察署、根室交通安
全協会などの団体約100人が参加し出動式を行いました。その
後、国道44号線交差点で旗波運動を行い、ドライバーや歩行者
に交通ルールとマナーを呼びかけました。

ＴＯＰＩＣＳ各 地 区トピックス 1 4 C H

代表取締役　花井久美子
取締役社長　後藤　孝俊
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交通事故により父母等を失ってから1年以内で、かつ父母等を失った日において18歳未満の方にお見舞金を
お渡しします。
・お一人12万円を支給します（返還不要）。　・随時、申請を受け付けます。
・2023年4月1日以降に父母等を失った方が対象です。

お見舞金

給 付 金

奨 学 金

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、乳幼児から中学生・中等教育学校生（前期）までの方に、健やかな成長を応援する給付金を支給します。
・年間12万円を2回（6月、12月）に分割して支給します（返還不要）。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、次の学校に入学又は在学する方に、奨学金として無利子貸付を行います。

無利子貸付／
3割免除あり

・貸付を受けた奨学金の7割を返還した時点で、残りの3割は返還免除となります。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。入学奨学金も同様です。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

上記の3つの応援は、道内に居住する方が対象です。

中学生、中等教育学校生（前期）
公立高校生、中等教育学校生（後期）、高等専門学生
専修学校生（高等諫程）
私立高校生
専修学校生（専門課程）

対象学生 普通奨学金（月額）
1万円～2万円（選択）
1万円～3万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）

なし
10万円
15万円
25万円
25万円

入学奨学金

返還が必要です

支えてくれる人のために、空を飛ぶ４歳の時に初めて飛んだ大きめのジャンプ台。３０回飛んでも、立てたのは１回か２回。悔しくて、毎日、何度も何度も、何度もやってみた。
自分の身体とスキーだけで空を飛ぶジャンプ。突風や雪や雨が、突然、前に立ちはだかることもありま
すが、努力すれば必ず乗り越える方法が見つかると私
は信じています。
たくさんの支えてくれる人たちがいて、その方達の笑顔
が見たい。それが、私の一番の原動力です。
○○さんもみんなが応援しています。一緒に夢に向かって挑戦しましょう！
令和６年

スキージャンプ選手伊 藤 有 希 このお⾒舞⾦・給付⾦・奨学⾦の制度は、たくさんの⽅々からのご寄付によって⽀えられています。

＜私も応援しています＞

＜プロフィール＞
下川町出⾝。１６歳で蔵王での国際⼤会で初優勝以来、世界で活躍。冬季五輪にはソチ⼤会から３回連続出場。２０２４年１⽉ワールドカップ札幌⼤会で優勝し通算９勝⽬を挙げた。

見つけてね ピカピカぼくの はんしゃざい

みなさんの応援を、頑張る子供たちの未来へつなぐ
交通遺児育英事業に取り組んでいます。

新しい３つの応援をスタートさせた令
和５年度は、「お見舞金」として５名、

「給付金」として41名の子供たちを支援
いたしました。令和６年度の応援もスタ
ートしています。

また、子供たちには、毎年「みんなで
応援しているよメッセージ」を給付に併
せて贈ることとしており、今年度は、ス
キージャンプ選手の伊藤有希さんに激励
の言葉をいただきました。

交通事故による死者数は減少してきた
ものの、子供たちが負う心の傷は今も昔
も変わりはありません。

今後ともご支援をいただいている皆様
や、本道の交通遺児を支援している団体
と一丸となり、子供たちが明るい未来を
歩めるよう、しっかりと応援してまいり
ます。

交通遺児育英事業は、交通事故でお父さんやお母さんを失った子供たちに、いつもた
くさんの方々が応援していることを胸に、未来に向かって元気に羽ばたいてほしいとの
願いを込めて、これまでの奨学金に、令和５年４月１日から、お見舞金と給付金による
応援を加え、３つの応援を行っています。

フレンドリー
通信

ゆっくり走ろう北海道と 
フレンドリー通信は今月
号より合併いたしました。

公益社団法⼈北海道交通安全推進委員会

（交通遺児育英事業）

令和６年度

みんなが応援し
ているよ

メッセージ

〇〇〇〇さんへ

67号
お知らせ
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皆様からのご支援に心から感謝します。

挙げる手を やさしく見守る 横断歩道

（敬称略）

受領月 寄付者名 種　類 区　　分 寄付金額
（単位：円）

１月

泊村役場 特定 募金（箱募金） 1,847
全日本空輸株式会社 特定 寄付 500,000
株式会社アペックス 特定 寄付 10,786
小林豊子きもの学院北海道本部 北海道講師会 特定 寄付 300,000

２月
匿名 特定 寄付 100,000
室蘭地方中古自動車販売協会 特定 寄付 20,000

３月 植村　泰也 特定 寄付 2,000

５月
一般社団法人 空知建設業協会 特定 寄付 331,000
石狩市花川北交通安全母の会 特定 寄付 80,000

６月
八剣山パークゴルフ場 特定 寄付 85,000
植村　泰也 特定 寄付 4,000

当委員会の目的、事業や活動に賛同していた
だける皆さまからのご寄付を募っております。

いただいた寄付金は、交通事故防止のため各
地で展開されます交通安全啓発事業や交通遺
児育英事業に有効に活用させていただきます。

なお、当委員会への寄付金は、税制上の優遇
措置が適用され、所得税（個人）、法人税（法
人）の控除が受けられます。

寄付金募集のお願い

種　　類 内　　容

一般寄付金
寄付者が寄付金の使途を特定しないもので、寄付金
総額の50％以上は公益事業に使用することとしてい
ます。

特定寄付金

寄付者があらかじめ寄付金の使途を特定するもの
で、基本的には、公益事業のうち、交通遺児育英事
業や交通安全活動を支援する事業をいずれか又は両
方を特定し、両方であればその割合も特定すること
としています。
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当委員会の事業活動にご理解とご賛同をいただける団体・法人の皆様の入会を随時受け付けています。
当委員会は、これまで飲酒運転の根絶をはじめ、交通道徳の向上と交通事故防止のための交通安全運動に積極

的に取り組むほか、交通遺児育英事業を推進して、道民福祉の増進に寄与することにより、交通事故のない明る
い北海道を築くことを目的として、様々な公益事業を実施しております。

【会員の特典】
　○当委員会会報「ゆっくり走ろう北海道」の送付（年２回発行）
　○４期40日の交通安全運動や飲酒運転根絶のチラシ・ポスターの送付
　○各種イベントや研修会などへのご案内
　○研修会における講師派遣相談や交通安全DVDの貸出
　○ホームページやSNS等における会員情報（交通安全活動事例等）のご紹介

【お申込方法】
　当委員会にお問合せいただき、申込書に必要事項をご記入の上お申込みください。
　入会お申込み後、当委員会にて所定の手続きを経て、後日ご入会決定通知書を送付いたします。

自転車も 歩行者優先 安全走行

会員の種別 議決権 会　　費

正 会 員 あり ■自動車関係、産業経済団体及び法人　　年間３口以上：30,000円以上
■その他団体及び法人　　　　　　　　　年間１口以上：10,000円以上

賛助会員 なし ■年間１口以上：10,000円以上

令和６年８月号
公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

札幌市中央区北５条西６丁目1-23 第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873

URL: https://www.slowly.or.jp　e-mail: safety@slowly.or.jp
公式ホームページ / YouTubeチャンネル / X（旧Twitter） / Facebookページ 北海道交通安全推進委員会 検 索

入会のご案内


